
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-12-05

過疎地域における知識共有Webサイトの利用実態 :
兵庫県篠山市「さとねっと」を事例として

(Citation)
農村計画学会誌,30(Special):321-326

(Issue Date)
2011-11

(Resource Type)
journal article

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/90002844

鬼塚, 健一郎
星野, 敏
中塚, 雅也



過疎地域における知識共有Webサイトの利用実態
兵庫県篠山市｢さとねっと｣を事例として

The current situation of the usage ofwebsites to vitalize knowledge sharing in depopulated rural areas･

Focusing on a web-site山Sato-NetM deployed in Sasayama City, Hyogo Prefecture

鬼塚　健一郎*,星野　敏*,中塚　雅也**

Kenichirou ONITSUKA*, Satoshi HOSHINO*, Masaya NAKATSUKA* *

(*京都大学大学院農学研究札　**神戸大学自然科学系先端融合研究環)

( *Graduate School 0fAgriculture Kyoto University, * *organization of Advanced Science and Technology Kobe University)

Ⅰ　はじめに

企業経営において近年, 2007年間題と言われるような

団塊世代の大量退職に代表される知識やノウハウの消失

が緊急の課題であり,知識の継承や,個々人の知識を共

有することで新たな知識を創造することを目的としたナ

レッジ･マネジメントを, ICT(Information and

communication Technology)の効果的な活用により実現

しようという試みが活発化している｡ 2000年代前半に

は,ナレッジベースや社内　sNS(Social Networking

s｡rvl｡｡)などのサービスに注目が集まったものの,成功

しているとは言い難い｡ ICT環境を整備するだけでは,

知識を積極的に共有しようというモチベーションが生ま

れなかったことが要因の一つとされる｡そこで,ナレッ

ジ･マネジメントの文脈においても,組織やコミュニテ

ィ内におけるソ-シャル･キャピタルが重要視されつつ

ある(Marleen and Volker, 2006)日｡

一方で,農村地域においても,高齢化の急速な進行や

後継者不足により,地域で培われてきた様々な知識の消

失が,一地域の持続可能性に大きな影響を与えることが懸

念される2)o　このような状況下で,近年,過疎地域など

の条件不利地域において, ICTを活用した知識共有や交

流促進の可能性に注目する研究が増えつつある(次章参

照) ｡特に近年注目されるのが地域sNSである｡庄司

(2008トう)は,地域SNSがオンラインのみならずオフラ

インの交流を活発化させ,人的ネットワークを橋渡しし,

新たな地域メディアとなることで,ソーシャル･キャピ

タルを形成する可能性を示唆している｡総務省の平成22

年度情報通信白書4)では, ｢ICTによる地域の活性化と

秤の再生｣で,地域SNSが大きく取り上げられている｡

しかし,地域SNSが広く導入されていく中で,課題も

明らかになりつつある｡既にこういったWebサイトが導

入され始めてから5年以上が経過しており,実状と課題

を明らかにした上で,必要な改善策や,今後のサイトの

方向性を検討するべき段階にきているといえる｡

本研究では,高齢化･過疎化の進行した農村地域にお

いて,知識共有や交流促進を目的としたWebサイトの利

用実態を明らかにするため, 2007年度より兵庫県篠山市

内の3地区(小学校区)に順次導入されてきたWebサイ

ト, ｢さとねっと｣を対象としてアクセスデータや投稿

データの分析を行い,課題を明らかにするとともに,今

後の方向性について考察する｡

Ⅱ　既存研究レビューと本研究の位置づけ

庄司(2008)によると,一般的な地域SNSが対象とす

る地域範囲は市区町村以上がほとんどを占め,市区町村

内の一部地域を対象としたものはわずか7.5%しかない｡

特に,過疎化の進行する小地域を対象として,交流促進

を狙ったサイトの効果を検証した研究は非常に少ない｡

小規模な過疎集落においてWebサイトによる交流促進効

果を指摘した星野(2005) 4)や,携帯電話を通して容易

に投稿が可能なTumblerを過疎集落に導入し,その効果

を検証した西前ら(2010) 5)による研究がある｡

本研究の先行研究として位置付けられる中塚(2011)

7)は, ｢さとねっと｣の効果について,草山･福住地区

の全ユーザーを対象としたアンケート調査とヒアリング

調査によって分析した｡その結果, ｢さとねっと｣に対

する住民のポジティブな評価が多く示された｡しかしこ

の結果は定量的に把握されたものではなく,本当に当初

目標とした効果が出ているのかどうかは,この分析では

明らかではない｡より定量的に利用実態や課題を把握し,
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サイトの効果と役割を検証していく必要がある｡

Ⅲ　さとねっとの概要

1.対象地域

さとねっとが導入されている兵庫県篠山市は,兵庫県

の中北東部に位置し,平成の大合併の先駆けとなった市

である｡近年,人口は減少傾向にあり,高齢化率は平成

17年時点で26.5%,22年には30%近くに達することが見

込まれており,過疎･高齢化が進行している｡対象とす

る3地区はいずれも小学校区にあたり,数集落を含む｡

徒歩圏ほど小さくはなく,山がちで,東西南北それぞれ

約数km～10km程度の距離がある｡

2.さとねっとの目的と機能

さとねっとは篠山市を対象として2006年7月より設

計･開発が行われ, 2007年3月より草山地区にて運用が

開始された,知識共有や交流促進を狙ったWebサイトで

ある｡草山地区に続き2008年6月には福住地区, 2009

年1月には後川地区においても導入され,現在計3小学

校区で運用されている｡過疎化が進行する農村地域の小

学校区を対象として, SNS的な交流機能と情報発信機能

を兼ね備えたサイトは他にほとんど見られない｡

さとねっとは,以下の3つの場を提供するものとして

設計･開発された(中塚, 2011) 0 ①地域から外部に向

けての情報発信の場, ②住民･関係者の議論の場, ③情

報やファイル共有(アーカイブ化)の場｡サイト上での

議論や知識共有が大きな目的である｡多くの地域sNSが

対象とする現市区町村は,住民が親近感を感じられる範

囲としては広すぎる場合が多いが,さとねっとは,より

現実のコミュニティ範囲に即したものであるといえる｡

さとねっとは登録制のサイトとなっているが,登録し

ていなくてもサイト内のすべてのコンテンツを閲覧する

ことが可能である｡登録は,メッセージやニュースを投

稿するためにのみ必要であり,ただ情報閲覧のみを希望

するユーザーは登録する必要はない｡サイト内では本名

は公表されず,ニックネームが利用される｡また,登録

すると,不定期にメールによる地域ニュースが配信され,

登録者同士がメールのやりとりをすることも可能であ

る｡また, Web上の内容をベースとした,同名の紙媒体

での情報紙が月一回程度発行されている｡

機能面での既知の課題として, MIXIやFacebook等の

一般的なSNSと比較して,メール通知機能が貧弱であり,

投稿があっても気づかれない場合がある｡また,多くの

sNSが重点を置く,ユーザー同士を結び付ける機能も不

足している｡
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Ⅳ　研究の方法

さとねっとでは,投稿された記事やコメント,登録さ

れたユーザーなどのデータがMySQLデータベース往.)に

格納されている｡また, 2010年5月よりサイトのアクセ

ス解析のためにGoogleAnalyticsが導入されており,ア

クセス状況に関するデータが得られる｡本研究では,2010

年5月6日～11月27日までの約半年間のデータを集計

し,サイトの利用実態を分析した｡

データの定量的な分析に加えて,ユーザーの投稿行動

における影響をより詳細に把握するために,投稿記事に

ついて,テキストマイニングの手法を用いて特徴を分析

する｡テキストマイニングには, (秩)ssRIのトレンドサ

ーチ2008を利用し,同ソフトで採用されている｢スプリ

ング埋め込み｣により,単語間の関連性を視覚化する｡

さらに分析結果を補完するため,各地区から,投稿頻度

の高いユーザー数人(3地区合計7人)に対してEメー

ルでヒアリング調査を行った(2011年4月下旬実施) 0

Ⅴ　分析と結果

1.投稿者と投稿傾向

対象期間内の総アクセス数は113,206 (一日あたり

552)であり,コンスタントなアクセスは得られている｡

さとねっとのサイト内では,各登録者にユニークなID

(ユーザーID)が付与されている｡このIDに基づいて,

登録者の投稿やコメントの状況を集計した｡ユーザーの

記事投稿傾向を表1,コメント投稿傾向を表2に示す｡

表1記事投稿者と投稿数の概要注2)
Table 1 Surnmary of article posters. and the number of articles by the

distrlCtS

草山地区 兀�ｩ&霎b�後川地区 

全投稿数 �#�"�112 ��c��

全住民数 涛#B�1,701 鉄cb�

登録住民数 田Bッ纈R��130(7.6%) 鉄茶��紕R��

投稿者数 ��R�#2紕R��9(6.9%) �����b纈R��

上位3位まで の投稿数 ��#bゴ偵BR��96(85.7%) ��#bピゅ３��

上位5位まで の投稿数 ��sBャ"��R��102(91.1%) 售�C2ャ偵BR��

表2　コメント投稿者と投稿数の概要
Table 2 Summary of comment posters and the number of comments

bythedistricts 

革山地区 兀�ｩ&霎b�後川地区 

全投稿数 ��Sb�24 ��r�

投稿音数 免ﾂ��r�"R��8(6.15%) 澱����"R��

上位3位まで の投稿数 ��#"ピゅ"R��17(70.8%) ��2ピb絣R��

表1を見ると,まず全住民数に対するさとねっと登録



住民数がいずれの地区でも数%～10%程度とかなり少な

いようにみえる｡しかし,地域sNSの成功例として有名

な熊本市の｢ごろっとやっちろ｣等でも,登録者は全住

民の数%程度であり, MIXIなど巨大なsNSでも,概ねこ

の程度である(庄司, 2007) 5)｡いずれの地区において

も,一部のユーザーの投稿がかなりの割合を占めている

ことから,ほとんどのユーザーは情報を共有するよりも,

情報の閲覧のためにサイトを利用していると推測され

る｡特に福住,後川地区では上位3名で全体の約8割,

上位5名では約9割を占めている｡草山地区ではやや投

稿者にばらつきが見られるものの,上位5名で8割ほど

の投稿がされている｡表2のコメントについても同様の

傾向で,草山地区では上位3名で全体の8割弱,福住,

後川地区では7割強のコメントがされている｡

2.投稿数上位のユーザーの特徴

投稿数上位ユーザーの特徴を詳細に得るため,各地区

における上位3位までの投稿者の投稿数を表3に示す｡

表3　投稿数上位者の投稿数
Table 3 The number ofarticles posted by those who ranked in the top

第1位 田"�#偵"R��85(75.9%) 鉄��3��ｳ"R��

第2位 �3r��r絣R��6(5.4%) 鼎ｃ3���R��

第3位 �#r��"縒R��5(4.5%) �#ｃ�r絣R��

プロフィール上では居住地不明が2名いたが,ヒアリ

ング調査の結果,すべて篠山市居住者ではあることがわ

かった｡地区ごとの主な特徴としては,まず草山地区を

みると, 1位のユーザーは,以前は投稿をほとんど行っ

ていなかったが,分析対象となる2010年に入って,頻繁

に投稿を行うようになった｡ 2位と3位は女性が占めて

おり, 2人で全体の約3割の投稿を行っている｡福住地

区は1位のユーザーが圧倒的に多く, 75%強の投稿を行

っている｡この投稿者は地域内の青年層の組織である｢ふ

くすみ2030プロジェクト｣に所属しており, HP推進の

役割を担っていることがわかった｡第3位も同様であっ

た｡後川地区では,福住地区ほどではないが, 1位, 2

位の投稿者がそれぞれ約3割と,多くの投稿を行ってい

た｡後川地区においても, HPを推進する住民主体の役割

が存在し,上位投稿者はそのような役割を担っていた｡

3.記事投稿のタイミングとアクセス数との関連性

次に,記事や活動報告等が投稿されたタイミングとア

クセス数の変化との関係を分析した｡分析は,まず各投

稿内容とGoogleAnalyticsによるアクセス解析の結果を

日付に基づいて照合する形で行った｡

例として,草山地区の結果を図1に示す｡図1を見る

と,目視レベルでも日ごとの投稿数とアクセス数との間

に一定の関連性があることが見て取れるo

日ごとの投fA敦とアクセス政とのBI体(事山地区)

書蔓書芸喜喜誓書善書毒重量喜貼喜蔓蔓誓書喜蔓喜蔓董蔓蔓誓書喜蔓緋書き書芸墓室蔓宣言書………

図1投稿数とアクセス数との関係(草山)
Fig 1 The relation of the number ofpostlng tO the number of

accesses in Kusayama district

より定量的に把握するため,投稿数とアクセス数の間

で相関分析を行った｡その際に,月単位,週単位,日単

位で集計したデータによる分析に加えて,日単位では一

目後,二日後のアクセス数との分析も行った(表4) 0

これは,情報投稿日に,すぐにアクセスとして反応があ

るとは限らないと思われたためである｡

表4　各地域におけるアクセス数と投稿数の相関係数
Table 4 The correlation coefflcient between the number of accesses

and POSTS bv the districts

草山 ��縱cr｢�0.671'' ���3�"rr�0.351'' �����R�

福住 ��緜3��0.456+ ��ﾃ�#"�0.324●' ����s池r�

後川 ���3���0.193 �������0_053 蔦���#B�

(* p(0.05, ** p(0.01)

分析の結果,草山地区と福住地区では,月単位,週単

位で高い相関があることが分かった｡それに対して日単

位ではやや下がるものの,弱い相関が見られる｡また,

投稿当日よりも次の日の方が値は高くなる傾向があり,

情報投稿-当日もしくは次の日にアクセス,という関係

が推察され,記事投稿に対する反応はまずまず早いこと

がわかる｡後川地区では全期間で相関は弱かった｡

さらに,地域内のイベントを根本要因とした疑似相関

の可能性が考えられるため,カレンダーの投稿からイベ

ント回数を抽出し,投稿数やアクセス数との3変数間で

偏相関係数を算出した｡表4で有意な相関が出ている草

山地区での月･週単位の結果を表5に示す｡ ｢投稿･イ

ベント｣は,アクセスの影響を除いた偏相関を意味する｡

表5　3変数間の偏相関係数(草山)
Table 5 The partial correlation between the number ofaccesses, posts

(* pく0.05, ** pく0.01)
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結果をみると,月単位では,投稿数とアクセス数の相

関(0.161)は,単純相関係数(0.767)から大幅に低下して

おり,イベントを原因とする疑似相関と見ることができ

るが,3偏相関係数はいずれも5%水準で有意ではなかっ

た｡週単位では,アクセス･イベント間で偏相関が低く,

残りの2偏相関係数は有意に高いことから,イベントが

あることで投稿数が増加し,それがアクセス数の増加に

つながるという因果関係が推察される削).

以上により,さとねっとは,情報発信メディアとして

は効果的に利用されていると考えられる｡また,メール

によるニュース配信が,サイトのアクセス数を増加させ

ることも考えられるが,残念ながら,現状では,メール

送信タイミングのデータは記録されていない｡

4.各ユーザーの投稿とアクセス数の関連性の分析

次に,個別ユーザーごとに,投稿とアクセス数との関

連性を分析するo　投稿数上位5位までの各ユーザーの投

稿数とアクセス数の増減との関連性をグラフで分析し

たo　その結果,投稿数とアクセス数の増減との連動性が

高いユーザーと低いユーザーがいることがわかった｡顕

著な例として,草山地区において,月単位における投稿

数第2位のユーザーと,第3位のユーザーを個別に抜き

出したものが図2である｡

3000

～～00

一一　合計,'7フセ}軒

-･･占r.羊Il二

ァ7(00

ク　　　　＼

セ1500　　㌔

ス　　　　　＼

致1000

1   ≡

678,1011(式　日

投養&勲位　　　　　≧

5　6　7　8　9 1O ll.月一

枚儀教育3位

図2　2位,3位のユーザーの投稿数とアクセス数(草山)
Flg･ 2 The relation of the number of the users who ranked 2nd and

3rd in postlng tO the number ortheir accesses in Kusayama district

第3位のユーザーの投稿数に連動して,アクセス数が

増減して_いる反面,第2位のユーザーは連動性が低い｡

詳細に分析するために,ユーザー毎に投稿数とアクセス

数との相関分析を,月･週･日単位で行った(表6) 0

草山地区の場合,特に月単位･週単位において第3位

のユーザーの投稿数とアクセス数の相関関係が有意に高

い｡第1位と第4位も相関関係がまずまず高い｡反面,

興味深い点は,第2位のユーザーは,投稿数が多いにも

関わらず相関関係がほとんど見られないことである｡以

上により,投稿数のみならず,投稿内容にもアクセス数

を左右する要因があることが推察される｡この要因につ

いて,次節にてさらなる分析を行う｡
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福住地区では, 2008年以前は数人のユーザーが同程度

の割合で投稿を行っていたが, 2009年度以降はほぼ第1

位のユーザーのみが投稿を行っている｡ヒアリングによ

り,サイトの投稿管理を一人に限定していることがわか

っており,福住地区では管理者(投稿者) -閲覧者とい

う一方向的な利用形態が特に強いことが伺える｡

後川地区では,他の2地区とは異なる結果となり,特

定のユーザーの投稿数とアクセス数の増減には全く有意

な相関が見られなかった｡投稿数3位のユーザーがやや

連動性が高いが, 10%の有意水準をも満たさない｡

表6各ユーザーの投稿数とアクセス数の相関係数
Table 6 The correlation coefficients between the number ofaccesses

and DOStS in each tot)-ranked user

草 山 佇��0.328 蔦���c2�0.870' ��經�B�0.203 
過 ���3#"�0.061 ��緜shﾞR�0.576+' ����3��

日 ���33#Ｓ�0.061 ���#��ﾞR�0.154* ����s弔｢�

宿 住 佇��0.616 蔦���cb�-0.469 ��緜#B�0.372 
過 ��紊唐"�-0.036 蔦��#迭�0.165 ���3sB｢�

日 ����#��-0.001 蔦���S2�0.048 �������

後 川 佇��-0.139 蔦���c��0.524 ����#2�-0,165 
過 蔦���CB�-0.329 ���#CR�0.045 蔦�ﾃ��B�

日 蔦����B�-0.028 ��ﾃ�32�0.027 蔦���cr�

(* pく0.05, ** pく0.01)

5,投稿内容の分析

最後に,投稿数のみならず投稿内容の違いが,サイト

利用の活発化にどのように影響するかについて,投稿さ

れたテキストの集計と,テキストマイニングの手法を用

いて分析するo　ここでは,表6に基づいて,特に顕著な

特徴が見られる草山地区に,主に着目する｡

まず,サイト内の各コンテンツの利用状況をみると, 3

地区いずれにおいても,地域内の活動報告やメッセージ

を中心とした｢さと便り｣で,記事･コメントともに最

も投稿が活発であった｡続いて,カレンダー形式でイベ

ント告知が行われる｢くらしの情報｣の投稿頻度が高い｡

これらのコンテンツはトップページに次いでアクセスが

多く,投稿･閲覧ともに活発であることがわかる｡これ

はヒアリング調査によっても裏付けられた｡反面,サイ

ト上での交流や議論の場である｢さとづくりフォーラム｣

や｢プロジ土クト　Ⅹ｣は,アクセスも少なく,記事が投

稿されてもコメント等の反応が少ないことがわかった｡

各ユーザーにおける投稿先を比較したところ,草山地

区で投稿数がアクセス数の増減に及ぼす影響力の強いユ

ーザー(投稿数第1位,第3位,第4位)は,投稿のほ

ぼすべてが｢さと便り｣と｢くらしの情報｣で占められ



ていたo　それに対して第2位のユーザーは, ｢草山プロ

ジェクト　X｣をはじめ,多様なコンテンツに積極的に投

稿していた｡第5位のユーザーも投稿対象は多岐にわた

っており,特に｢さとづくりフォーラム｣に積極的に投

稿していることが特徴的であった｡コメントについても

みると,やはり｢さと便り｣と｢くらしの情報｣にコメ

ントが集中していた｡特に注目すべき投稿数第3位のユ

ーザーの投稿を詳細に見ると,全27投稿中23 (85.2%)

が｢くらしの情報J　で占められていた｡内容をみると,

第3位のユーザーは,カレンダーに｢イベント名:日時,

場所｣というシンプルな通知情報を書きこんでいた｡

匝コ-

図3　2位,3位のユーザーの投稿内容の分析結果(草山)
Figj The results of text analysts OrCOntentS posted by users who

ranked 2nd and 3rd ln POStlng in Kusayama district

草山地区で対照的な傾向を持つ第2位と第3位のユー

ザーを例として,投稿内容をテキストマイニングで分析

した結果が図3である｡図中の｢73｣が投稿数第2位の

ユーザー, ｢75｣が第3位のユーザーのIDである｡

図3~を見ると,投稿数第2位のユーザーは｢情報｣ ,

｢発信｣ , ｢発行｣など,情報発信に対する意識の強さ

が伺える｡対照的に第3位のユーザーは, ｢バレーボー

ル｣, ｢グランドゴルフ｣ , ｢ウオーキング｣, ｢ゴル

フ｣など,主にイベント内容の通知を行っていることが

わかる｡つまり,現在の｢さとねっと｣ユーザーは,イ

ベントの告知に対する関心が高く,その情報を得ること

が主な目的であることがわかる.サイトの目的の一つで

あるオンラインでの知識共有や交流のためには,第2位

のユーザーのように,より詳細な情報を多様なコンテン

ツに対して投稿する方が望ましいものの,反応は活発で

はないことがわかった｡

その他2地区でも,上位投稿者を中心に同様の分析を

行ったところ,福住地区では｢さと便り｣と｢くらしの

情報｣に投稿が集中していた｡各投稿者の投稿内容も似

ており,イベント告知や地域の自治会活動に関する内容

が多かった｡後川地区では,他2地区とはやや異なり,

投稿先は多様なコンテンツに分散しており,内容は日常

の感想や日記のようなものが多かった｡

Ⅵ　考察

本研究では,さとねっとの利用実態についてデータに

基づいて分析を行ってきたo　その結果を整理すると,以

下の通りである｡

①　投稿を行っているユーザーは全登録ユーザーの中

のごく一部に限られている｡

②　特に活発な投稿者は,サイト推進の役割を担ってい

る場合が多い｡

③　投稿数に連動してアクセス数が増加する傾向があ

り,両者ともにイベントが多い時に増加する｡

④　投稿数だけではなく,投稿内容によってもアクセス

数との関連性に違いが出る｡詳細な情報や活動報告

より,イベント告知の方が,アクセス数が多くなる｡

⑤　｢さと便り｣や｢くらしの情報｣といった活動報告

やイベント告知のためのコンテンツの利用が多く

を占め,サイト上での議論や交流に関するコンテン

ツは,ほとんど活用されていない｡

地域別にみると,草山地区と福住地区は上記の傾向に

概ね当てはまっているのに対して,後川地区では,投稿

数とアクセス数の連動性は低く,投稿内容の違いは顕著

ではなかった｡その原因としては,後川地区ではさとね

っとを導入してから日が浅く,地域内で十分に認知され

ていないことが考えられる｡メールによる通知機能が利

用されていないことも一因と思われる｡投稿先が比較的

分散しており,それがアクセス数につながっていないと

いう傾向は,他地域と共通すると言える｡

以上により,さとねっとはホームページ+掲示板とい

う従来の情報発信型のWebサイトに近い形で認知･活用

されていると考えられる｡ MIXIを対象とした調査では,

投稿を行うユーザーは全体の9割近くを占めるとされて

おり,対照的な結果となっている9)｡中塚(2011)の先

行研究におけるアンケート調査や,本研究における主要

な投稿者を対象としたヒアリング調査によると,機能面

や使いやすさについての不満は少ない｡地域内のリアル

タイムの情報を得る手段としては非常に有用と認識され
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ており,頻繁に利用されている状況が伺える｡アクセス

数も継続的に得られていることから,情報発信メディア

としては機能していることが裏付けられる｡しかし,本

来の知識共有や交流促進という目的を果たしているとは

言いがたい｡つまり,サイト自体は活発に活用されてい

るものの,サイト本来の目的と,ユーザーのサイトに対

する認識の間には大きなミスマッチが存在する｡今後の

展開としては, ①ミスマッチを解消する方向, ②ミスマ

ッチを解消するのではなく,現状を踏まえて役割を見直

す方向,の両面が必要と考えられる｡

1.ミスマッチを解消する方向

まず,既知の課題であるメール通知機能の強化やユー

ザー間の結び付きを強める機能を実現することが課題で

ある｡ヒアリングでは,携帯電話による投稿を望む声が

多く,ユーザビリティ注4)の改善も必要とされるoその上

で,情報推進部会等が主体となって講習会等を開いてサ

イトの目的を認知させる努力が必要である｡

2.サイトの役割を見直す方向

1で述べた改善点は,一般的なwebサイトやsNSにも

共通する課題であるが,特に高齢者の多い過疎的な農村

地域では,一朝一夕で改善するのは難しい｡イベントの

告知や日常の活動報告といった内容には投稿･閲覧共に

多いことを考えると,オンライン上での交流促進や知識

共有を目指すよりも,情報発信型のサイトという多数の

ユーザーによる現状認識を受け入れる視点も必要かもし

れない｡また,日常のコミュニティに近い小学校区を対

象としていることがさとねっとの特徴であるが,この範

囲がオンライン上の交流に適しているかどうかも再検討

の余地がある｡地域sNSがソーシャル･キャピタルを形

成する可能性の一つは,オンライン上の関係がオフライ

ン(現実)の関係と密接にリンクすることで,バーチャ

ルに留まらない交流を促進する点である｡それが,地域

内での知識共有の土台となることが期待される｡小学校

区は現実のコミュニティ範囲としては適切な反面,オン

ラインでの交流には課題があることが伺えた｡

Ⅶ　まとめ

本研究で明らかとなった,サイト本来の目的とユーザ

ーのサイト認識との間のミスマッチは,解消すべく改善

策を継続することが重要だが,一方で,小学校区などの

小地域では課題も多いことが示唆されたo　多くのユーザ

ーが投稿を行わない理由についてフォローアップし,対

策をたてる必要があるが,今後の課題としたい｡

補注
注1)オープンソースのデータベースソフトウェア｡無料で利
用でき,企業の情報システムでも広く利用されているD
注2)データは2010年11月27日時点の,もの｡
注3 )i鷲宮ン禦3讐窟主管讐幣苦望至芸巌譜鶴男

増える｣は常識的に考えられない｡
注4)操作方法やインターフェースの分かりやすさ｡
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